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  本研究では，大学生活におけるどの様な学び方，過ご 

し方が，学生の成長や学習成果（ラーニングアウトカム） 

に影響するのか，そのプロセス及びメカニズムについて， 

「発達軌跡」の個人差に着目し，量的調査・質的調査双方 

の方法により解明することを目的とする。

 主な研究課題は，①大学生活における学び方・過ごし

方に，どの様な「発達変化の軌跡」がみられるのか，そし 

てその軌跡にはどの様な学びや大学生活の軌跡が影響 

しているのかを「多変量潜在成長モデル」により解明する 

こと，②大学生活におけるアウトカムの獲得を規定する要 

因について，面接調査からも裏付けし，ラーニングアウト 

カムの背景にある学びや大学生活について詳細に考察 

すること，である。①②により大学教育の実践的示唆を得 

ることを目的とする。
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